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1. 「エンドースメントされた IFRS」を開発するにあたっては、IASB が設定した個々

の会計基準等について、修正することなしに採択可能か否かを判断する必要がある。

また、どのような項目について、ガイダンスや教育文書等の作成が必要かについて

も判断する必要がある。これらの判断をするために、第 1 回から第 4 回の作業部会

において、IFRS と日本基準を比較することにより「検討が必要な項目の候補」の

抽出を行った。 

2. 第 5回及び第 6回の作業部会では、以下の議論を行った。 

 第 1回から第 4回の作業部会において、事務局より提案された「検討が必要な

項目の候補」に関する各回でのコメントの概要の整理と事務局の対応案の検討 

 「検討が必要な項目の候補」に関する詳細な分析開始（15 項目） 

3. 第 7回の作業部会では、引き続き「検討が必要な項目の候補」に関する詳細な分析

を行っている（審議事項 (3)-2）。 

4. 本日は第 7回の作業部会の検討状況についてご審議頂きたい。 

以 上 
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